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第６章　桜井古墳群保存管理計画

本章では、第１節から第４節で、桜井古墳群の市指定史跡のうち、遺構や遺物の状況等から特
に重要度が高い塚越古墳、獅子塚古墳、姫塚古墳について、保存管理計画を示す。これら３古墳
の指定地外の関連する範囲については、保存管理基準を示す。また、第５節にその他の古墳等の
取り扱いを示す。

第１節　保存管理計画策定の基本的考え方	

（１）史跡の現況の把握
　保存管理計画を策定するために必要な基礎資料として、古墳の現状、調査履歴、土地所有状況、
維持管理状況等の調査を行い、史跡の現況を把握する。

（２）史跡を構成する諸要素の特定
　史跡は、「史跡を構成する諸要素」と「史跡の周辺環境を構成する諸要素」から構成されている。
史跡の適正な保存管理を行うため、まず「史跡を構成する諸要素」を特定し、各要素の課題を明
確化する。

（３）保存管理方法の提示
　史跡の範囲を、墳丘や周溝など古墳総体の範囲や土地所有状況等に応じて地区区分を行う。そ
のうえで、保存管理すべき対象範囲については地区の特性に応じた保存管理方法を示すとともに、
各地区を構成する諸要素ごとに適切な保存管理方法を定める。

（４）公有化の方針の提示
　史跡の適切な保存管理のために、必要な用地の公有化の方針を示す。

（５）史跡指定追加地区の提示
　現状の史跡指定範囲が古墳総体の範囲として適切であるかを検討し、将来追加指定する可能性
のある範囲を提示する。

（６）現状変更等に関する取扱基準の明確化
　史跡において、将来予想される史跡指定地における各種現状変更等の行為に対する取扱いの方
針と具体的な取扱基準を定める。特に円滑な保存管理を行うために、日常の維持管理行為や維持
的措置等の範囲を明確にする。
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第２節　古墳の現状

市指定史跡の塚越古墳、獅子塚古墳、姫塚古墳について、以下に詳細を記す。

（１）塚越古墳（つかごしこふん）
①指定状況
　市史跡指定：昭和 36年（1961）10 月１日
　種別及び名称　史跡　塚越古墳
　員数　壱
　所在場所　安城市古井町塚越　願力寺
　所有者の氏名および住所　山田　亮賢　市内古井町塚越 28
　現状　前方後円墳　全長 41ｍ　後円部高さ 4.5 ｍ　前方部の高さ 2.6 ｍ　後円部幅 14ｍ　
　　　　前方部幅 10.3 ｍ
　由来および沿革　不詳
　徴証伝説作者等　不詳
　その他参考となる事項　本古墳の形式並びに出土品等より見て恐らく古墳時代中葉より末葉に
　　　　　　　　　　　　かけての五世紀半ばごろのものと思われる。葬られた者は有力な地方
　　　　　　　　　　　　豪族のものと考えられる。
　（以上、指定申請書より）

　
②古墳の概要
　調査研究史　戦前に塚越古墳に言及した文献はない。かつては「オオツカ」「シシヅカ（獅子
窟）」とされたこともあったようだが、小字名の塚越古墳と呼ばれるようになった。戦後、愛知
県教育委員会の指示で各市町村が遺跡の調査書を提出する際、三井博氏が昭和 23 年（1948）
に測量調査した結果、かなり大きな前方後円墳で「大体原形のまま保存されている」が後円部
の一部が削られているとし、全長 41ｍ、後円部の高さ 4.6 ｍと報告した。翌年、三井氏が願力
寺住職の山田亮賢氏や檀家有志とともに発掘調査を実施した。三井氏自筆の調査書抜粋と調査
記録及び出土遺物が願力寺に保管されているほか、後に報告を発表している（三井 1961）。天
野暢保氏は後円部の西側と両側面が削り取られているとしつつ、現状で全長 41ｍの墳丘は復元
によって 45 ｍ以上と想定している（天
野 1971）。贄元洋氏は前方後方墳の可能
性を示唆し（贄 1988）、神谷友和氏もそ
れに倣っている（神谷 1992）。平成４
年（1992）に愛知県埋蔵文化財センター
が主体となり墳丘測量調査を行い（齋藤
1997）、平成 14年には安城市史考古部会
が墳丘周辺の補足測量調査を実施してい
る（北村 2004）。
　墳形と規模　かつては前方後円墳とし
て記述されていたが、贄氏が可能性を指 図 70　塚越古墳古写真（『古井の歴史』より）
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摘して以降、前方後方墳とした場合も少なくない。安城市教育委員会に関連する文献では前方後
円墳・前方後方墳の両論併記する場合が多い。墳丘の規模は、墳丘長 42ｍ、後円（方）部径（長）
20ｍ、後円（方）部高５ｍ、前方部長 22ｍ、前方部高３ｍとされる（北村 2004）。墳丘復元
した場合は、45ｍ以上となる説が強い（天野 1971 ほか）。ただし、後円部と前方部の比率は、
くびれ部の位置等から後円（方）部径（長）は前方部長を上回るものと考えられる。
　埋葬施設　発掘調査は、前方部と後円（方）部との境（前方部前端から 26m）に 1.2 ×
3.2m、深さ 2.3m、後円部墳頂に約 3.3 × 3.3m、深さ約 4.2mの二箇所のトレンチで行われた。
いずれも地山まで掘り抜いたが主体部等は確認されなかったといい、石室・礫床を持たないこと
は確かである。後円（方）部墳頂トレンチの北側断面図には、縦 2.0 ｍ、深さ 0.6 ｍほどに斜線
が描かれ、「横穴？」「空洞に土をうづめた形跡」と注記されている。その場合、木棺直葬あるい
は粘土床等の可能性が想定される。
　出土遺物　紡錘車形石製品１点、鉄鋸２点、鉄鏨１点、土器類が出土している。紡錘車形石
製品（１）は直径 3.9㎝、高さ 0.9㎝、上面に段が作られていたものと考えられる。鉄製品は 13
点あり、鉄鋸（２）は同一個体で両刃両柄、一辺には目釘孔が開けられている。鉄鏨（３）は残
存長 15.0㎝で断面方形の棒状を呈する。土器類は小片 22点で、弥生時代前期から中期の条痕文
系土器、石製品（花崗岩製叩石）１点を含む土器 10点が墳丘盛土に混入、その他に弥生時代後
期から古墳時代前期の土器では、小型丸底鉢（４）、有稜高坏（６）等がある。
　土器類小片の 22点について、須恵器は含まれず、かつて三井氏が「祝部土器」と報告したも
のは、現在の弥生土器・土師器を指すと判断される。うち10点が弥生時代中期の条痕文系土器で、
石製品 1点（花崗岩製叩石）とともに封土に混入していたものと判断される。なお、埴輪は確
認されていない。
　築造時期　紡錘車形石製品・鉄鋸等の副葬品に基づけば、古墳時代前期後半（４世紀中葉）に
比定される。
　備考　墳形・墳丘規模を確認する調査、また昭和 24年発掘調査の検証調査を行う必要がある。
なお、平成 12年に北側道路造成の際に崖面の一部が削られ、直線的にされている。

　参考文献
小泉佐五郎　1937『愛知県碧海郡安城町土地宝典』帝國市町村地圖刊行會

三井　博　1961「安城市『塚越古墳』について」『博物館彙報』第 2輯、安城市立図書館

天野暢保　1971「地方国家の成立」『安城市史』安城市史編さん委員会

中川　覚　1975『古井の歴史』

贄　元洋　1988「愛知県三河地方の前方後方墳」『古代』第 86号、早稲田大学考古学会

神谷友和　1992「三河」『前方後円墳集成』中部編、山川出版社

齋藤弘之　1997「（資料紹介）桜井古墳群測量調査 - 姫小川古墳・塚越古墳 -」『安城市歴史博物館研究紀要』№４

北村和宏　2004「塚越古墳」『新編安城市史』10資料編考古、安城市史編集委員会

三田敦司　2005「塚越古墳」『愛知県史』資料編３　古墳

川﨑みどり　2008「塚越古墳」『史跡二子古墳』安城市埋蔵文化財発掘調査報告書第 19集、安城市教育委員会
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図 75　北東側から望む古墳①　　　　　　　　　図 76　前方部の様子②

図 77　フェンス脇の削られた後円 ( 方 ) 部③　　  図 78　削られた後円 ( 方 ) 部④

図 79　古墳の説明板⑤　　　　　　　　　　　　図 80　墳丘脇の水路にかかる橋⑥

図 81　願力寺の生活空間を通る進入路⑦　　　　図 82　段丘斜面の竹林と未舗装道路⑧
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（２）獅子塚古墳（ししづかこふん）
①指定状況
　市史跡指定：昭和 40年（1965）11 月 3日
　種別及び名称　史跡　獅子塚古墳
　員数　一基
　所在場所　安城市獅子塚 1.2.3
　所有者の氏名および住所　秋葉神社　東町部落　安城市東町
　現状　秋葉神社の本殿が建てられている。現在は円墳のように見られるが、明治 18年頃の整
　　　　理図によると前方後円墳の形態を知る事が出来る。前方部は鹿乗川改修工事の際に削り　　　
　　　　とられたといわれている。
　由来および沿革　桜井古墳群の一つで、当地方前期の古墳である。
　　　　　　　　　６世紀前半のものと推定される。
　徴証伝説作者等　丘の型が獅子の伏する貌をしている事から、獅子塚の名が生じたといわれて
　　　　　　　　　いる。葬った人は不明であるが、亀塚遺跡を残した弥生時代の次の世代に豪
　　　　　　　　　族となった長の墓である。
　（以上、指定申請書より）

②古墳の概要
　調査研究史　『東町村村誌』によれば、「形状　獅子北に向いて伏するが如し」として名付け
られた古墳（東町村 1888）で当初より前方後円形と想定されていたようである。しかし、小栗
鉄次郎氏による報告では、南北 20ｍ、東西 17ｍ、高さ４ｍの円墳と記載されてもいる（小栗
1936）。その後、『桜井村史』に半壊の前方後円墳と古墳所在表に記載され（杢原 1943）、『安
城市史』等では現状で直径 23 ｍ、高さ 3.2 ｍの後円部が残る前方後円墳と記述される（内藤
1966、天野 1971、安城市史編さん委員会 1973）。その一方、大塚初重氏らによって前方後方
墳の可能性も指摘されており（桜井町文化財保護委員会 1959、大塚 1962、茂木 1974）、『桜
井町の古墳』では長さ 50～ 55 ｍ、後方部 20ｍ前後の大きさで角切の前方後方墳と想定して
いる。茂木雅博氏は前方後方墳と積極
的に認識し得ないとするものの、西側
の周溝と思われる部分からある程度の
可能性は考えられるとする。その後、
贄元洋氏は地籍図から前方後方形状と
も考えられるとし、全長約50～51ｍ、
後方部長約 23 ｍ、後方部高約 3.2 ｍ
とした（贄 1988）。神谷友和氏は全長
50 ～ 55 ｍ、後円部 23 ｍ、高さ 3.2
ｍの前方後円墳とするように、墳形は
両論ある。川﨑みどり氏は現在も残る
前方後円形の区画をもとに、全長 60
～ 70 ｍ、後円部径 30 数ｍに復元し
ており、墳丘そのものは区画より小さ

図 83　獅子塚古墳古写真（小栗鉄次郎氏資料）
　　　（名古屋市博物館所蔵）
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かった場合でも全長 40ｍ以上、後円部径 26ｍとする（川﨑 2004・2007）。
　平成４年（1992）秋葉社の玉垣を巡らす工事の際の工事立会調査で墳頂平坦面端部から近世
瓦等が出土しており、かなり改変を受けているものと考えられる。平成 13年安城市史考古部会
による墳丘測量調査が行われ、平成 22年には古墳周囲の下水道管布設工事に伴う工事立会調査
で埴輪片が採集されている。
　墳形と規模　墳形は前方後円墳ないし前方後方墳と考えられる。現状では東西 26 ｍ、南北
28ｍ、高さは約５ｍの後円部ないし後方部が残る。川﨑氏は地籍図では前方部が細長く、あま
り開かないようで、秋葉社参道部分が西側畑地より 20㎝ほど高いものが前方部の痕跡と考えら
れることを指摘している（川﨑 2004）。下水道工事の工事立会調査によって墳丘の北西側と南
西側に周溝とみられる溝状遺構が確認されている。遺構上面は道路造成に伴い削り取られている
が、南西側の溝状遺構の規模は幅 8.8 ｍ以上、深さ 0.8 ｍ以上となる。
　埋葬施設　不明
　出土遺物　埋葬施設の副葬品は不明。壺形埴輪らしき埴輪片が出土している。そのうち、突帯
が非常に張り出したものもみられ、鍔付壺形埴輪の存在が想定される。
　築造時期　埴輪から古墳時代前期後葉から中期前葉（４世紀後葉から５世紀初頭）に比定され
る。
　備考　古墳の規模を確認する調査が必要である。特に、古墳西側では周溝が巡り、古墳に伴う
遺物が出土する可能性が高い。
　なお、『碧海郡誌』では、獅子塚は某天皇御悩みの時勅祷ありて舞獅子の頭を各国神祠に納め、
これを後に埋めた古塚として紹介している（碧海郡教育会 1916）。

　参考文献
東町村　1888『東町村村誌』（安城市史編さん委員会 1973『安城市史』資料編、安城市教育委員会に所収）

碧海郡教育会　1916「獅子塚」『碧海郡誌』

堀田明信　1935『愛知県碧海郡桜井村土地宝典』帝國市町村地圖刊行會

小栗鉄次郎　1936「碧海郡桜井村大字姫小川姫小川古墳」『愛知県史跡名勝天然紀念物調査報告』第 14、愛知県

杢原利一　1943『桜井村史』桜井村役場

桜井町文化財保護委員会　1959『資料編　櫻井町の古墳』

大塚初重　1962「前方後方墳序説」『明治大学人文科学研究所紀要』第１冊、明治大学
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獅子塚古墳墳丘平面図
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図 85　獅子塚古墳の土層断面図（模式図）
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図 88　南側から望む古墳①　　　　　　　　　　図 89　削られた墳丘②

図 90　急傾斜な墳丘斜面③　　　　　　　　　　図 91　削られた前方部跡の微高地④

図 92　古墳の説明板⑤　　　　　　　　　　　　図 93　墳丘上の秋葉神社社殿⑥

図 94　墳丘斜面に設けられた石段⑦　　　　　　図 95　境内地内を通る道路⑧
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（３）姫塚古墳（ひめづかこふん）
①指定状況
　市史跡指定：昭和 40年（1965）11 月 3日
　種別及び名称　史跡　姫塚古墳
　員数　１基
　所在場所　安城市姫小川町姫 49
　所有者の氏名および住所　姫小川町部落総代　安城市姫小川町
　現状　南北 24ｍ、東西 25ｍ、高さ 3.6 ｍの方形の古墳で、松が生えている。墳頂に五輪塔（白
　　　　鳳年間の刻み）がある。敷地 677㎡
　由来および沿革　参河名所図会に云う、姫宮御守に石の局という姫ありしが姫宮うせ給いし　　
　　　　　　　　　後 81才にて死す。御陵の後に葬りて今しし塚という。石塚の訛なるべしと　　
　　　　　　　　　いえり。
　徴証伝説作者等　御陵といえば姫小川古墳のことをいうのであろうかと思われる。
　その他参考となる事項　昔より里人はぼうす山と呼んでいる。
　（以上、指定申請書より）

②古墳の概要
　調査研究史　明治 12年（1879）「姫小川村全図」で「墓」と記された部分が姫塚に相当する
ようである。『碧海郡誌』に「姫塚」の記載はあるものの（碧海郡教育会 1916）、古墳としては
小栗鉄次郎氏による高さ約 3.6 ｍ、直径約 19ｍでほぼ方形を呈すが、方墳か円墳かは不明と記
録するのが初出である（小栗 1936）。また、小栗氏は南方の小さな高まりが前方部とする説も
指摘された。その後、『桜井村史』等では方墳と記載され（杢原 1943、内藤 1966）、『桜井町の
古墳』においても「11号古墳」で同様に南北 24ｍ、東西 25ｍ、高さ 3.6 ｍの方墳と記述され
ている（桜井町文化財保護委員会 1959）。平成 13年（2001）安城市史考古部会により墳丘測
量調査（川﨑 2004）、平成 20～ 22 年には古墳の西側と東側で墳丘範囲確認調査及び個人住宅
建設に伴う発掘調査を実施している。
　墳形と規模　墳形は、これまで方墳ないし円墳、現状の規模は南北 20ｍ、東西 18ｍ、高さ
3.75 ｍほどとされた。発掘調査成果で
は墳丘の西側と南側で周溝とみられる
溝状遺構が確認されている。遺構上面
は削平を受けていると考えられるが、
遺構の規模は幅 7.3 ｍ以上、深さ 0.9
ｍ以上である。南側で検出した周溝が
直線的であること、墳丘部分の発掘調
査を実施していないものの測量図の等
高線が直線的であることなどから方墳
の可能性が高い。方墳として復元した
場合、南北 28ｍ、東西 25ｍほどの方
墳となる。
　埋葬施設　不明

図 96　姫塚古墳古写真（小栗鉄次郎氏資料）
　　　（名古屋市博物館所蔵）



第６章　桜井古墳群保存管理計画

99

　出土遺物　埋葬施設の副葬品は不明
　築造時期　古墳の周溝と想定される溝状遺構から古墳時代前期の遺物が出土しているものの、
古墳の詳細な時期比定は困難である。
　備考　天野暢保氏がかつて指摘したように、墳丘北東側は削り取られており、墳形・規模は発
掘調査で明らかにするしかない（天野 1971）。なお、地元では、都から流れ着いた孝徳天皇皇
女綾姫の墓なので姫塚と呼ぶという伝承があった（文献 14）。江戸後期に筆写された古文書が存
在するという。
　姫塚古墳墳頂にある石塔「姫宮墓」左右には「白鳳十辛巳年」「六月廿四日」と記されており、
白鳳 10年は 670 年、「辛巳年」は 681 年にあたる。明治５年（1872）村社となっているものの、
近世以前の資料にはその存在を確認することはできない。ちなみに祭神はかつて豊玉姫命を祀っ
ていたが、村に難産が続いたため甲斐国浅間神社から木花咲耶姫命を勧進したといい、祭日は８
月 16日になる。

図 97　姫塚古墳墳丘測量図
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図 98　姫塚古墳調査位置図
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図 109　獅子塚古墳地区区分図
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図 110　姫塚古墳地区区分図
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（３）保存管理の内容と手法
　保存管理の内容は、第５章にならう。

（４）公有化の方針
　Ａ、Ｂゾーンの公有化の方針を示す。

表 43　公有化の方針
保存区分（ゾーン） 土地所有者 公有化の方針

Ａ 指定地区　

Ａ 1
ａ 指定地

遺構地区

民地（個人所有） 公有化を促進

ｂ 民地（宗教法人所有地） 必要に応じて長期的に公有化を検討

Ｂ 指定追加地区

Ｂ 1
ａ 遺構想定

地区

民地（個人所有） 指定後、将来的に公有化を促進

ｂ 民地（宗教法人所有地） 指定後、必要に応じて長期的に公有化を検討

（５）史跡指定追加地区
　各古墳の地区区分図のＢゾーンを史跡指定追加地区とする。
Ｂゾーンは、今後の調査成果に基づき、古墳の総体の範囲であることが確認された段階で、将
来的に市の史跡指定を目指す。

（６）現状変更等の取扱い
　Ａゾーン（指定地区）における現状変更等の取り扱いは、表 44を目安とする。具体的な変更
行為等とその対応例は表 45に示す。なお、Ｂゾーンが追加指定された場合は、当該範囲にＡゾ
ーンの取扱い基準を準用する。

表 44　現状変更等の取り扱い基準

保存区分（ゾーン） 保存管理基準（現状変更）

建
築
物
新
築

建
築
物
増
改
築

簡
易
な
建
築
物

地
形
変
更

木
竹
伐
採

　Ａ　　指定地区

Ａ 1

ａ
指定地
遺構地区

現状維持を基本とし、現状変更は原則認めない。 × × × × ×

ｂ
建築物等の新築、増改築は原則認めないが、遺構に影
響を与えないもの、景観に与える影響が軽微なものに
限り認める場合もある。

× △ △ × △

　Ｂ　　指定追加地区

Ｂ 1
ａ 遺構想定

地区

今後の調査成果に基づき、将来的に指定を目指す（指
定後は A1a、A1b ゾーンと同一）。遺構に影響を与え
ないもの、景観に与える影響が軽微なものを推奨する。

△ △ △ △ △

ｂ △ △ △ △ △

△：市教育委員会との協議を要する、×：不可
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神社社殿等は、当面は現状を維持・保全するものとする。改修や修理の必要が発生した場合、
地権者と協議の上、墳丘に影響を与えない方法で行うこととし、将来的には史跡景観になじまな
い箇所は復旧や修景を図る。墳丘に影響を与えない方法が困難な場合は、指定地外への移設等を
含め検討する。

表 45　現状変更等の対応例
変更行為等 協　議 対　処

・建物の増改築・除却
・工作物（塀、標柱、フェンス、看板
等）の設置・除却

・植栽

行為者が市教育委員会と協議
市教育委員会の許可により、
可

・墳丘保護のための樹木伐採 市教育委員会が土地所有者と協議 協議結果に応じて、市が伐採

・社叢景観の維持に伴う樹木伐採 土地所有者が市教育委員会と協議
協議結果に応じて、土地所有
者が伐採

・日常的な維持管理に関わる樹木の
枝打ち、草刈、清掃等
・安全確保のための柵や表示板の設置

（協議不要）
許可不要につき、必要に応じ
て各自実施

（７）指定地外の保存管理指針	
市史跡の指定地外の地区については、今後の調査の進展や社会情勢の変化等によって取り扱い
が変わる可能性があるため、保存管理のための考え方を指針として示す。

①周辺遺構地区（C ゾーン）
周辺遺構地区（Ｃゾーン）は、墳丘・周溝を始めとする古墳総体は存在しないものの、古墳の
周辺において同時期の遺構・遺物が確認・想定される地区である。将来的に、調査を行って古墳
との関連性が明確となった部分については、一体での整備を検討する。
地区区分図には、Ｃゾーンとしておおむねの位置を示す。

②周辺活用地区（D ゾーン）
周辺活用地区（Ｄゾーン）は、史跡地に隣接ないし近接する周辺の地区で、活用施設地区（Ｄ
１ゾーン）と活用環境地区（Ｄ２ゾーン）に分かれる。活用施設地区（Ｄ１ゾーン）には、見学
者に必要な便益施設等の設置を検討する。活用環境地区（Ｄ２ゾーン）は、古墳の特長を際立た
せる田園景観やビューポイント等の周辺景観を守る地区とする。
周辺活用地区は、今後の桜井古墳群の保存整備計画の具体化に応じて、検討するものとする。
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第５節　その他の古墳等の取り扱い

（１）その他の古墳等の現状と課題
桜井古墳群には、前述した以外に市指定史跡の碧海山古墳、堀内古墳と、未指定の古墳が幾つ
か存在する。（資料編　構成要素調査票を参照）。その多くは未調査で、古墳であるかどうかが未
確定なものや、墳形、規模等が不明確なものが存在する。
これらの古墳は、史跡二子古墳・史跡姫小川古墳の社会構造・階層性を解明するうえで重要な
存在であるが、土地所有者や近隣の住民の古墳としての認識が薄いために、近年の開発による墳
丘の滅失や、遺構の破壊の危険性が高まっている。また、比蘇山古墳など市街化区域内に存在す
る古墳については、周辺の宅地化等により、古墳と斜面緑地の良好な景観が阻害される可能性も
高い。

（２）その他の古墳等の保存管理の考え方
・	 必要に応じて、形や規模の調査を行い、古墳であるかどうかを確定させる。
・	 古墳としての価値が認められた未指定の古墳については、市史跡指定を検討する。
・	 未指定の古墳が追加指定された場合は、指定の時点から前掲の指定史跡の保存管理基準を
準用する。

・	 古墳の存在を市民に周知する。
・	 来訪者管理、安全管理が必要な古墳については、市教育委員会が必要な措置を検討する。
・	 古墳の特長を際立たせる田園景観やビューポイント等の周辺環境を守るため、各種法規制、
民間コンセンサスを適用して、緩やかに景観形成を図ることを促す。


